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Ⅰ．法人実態 

 

1. 職員実態及び運営組織図 

①職員実態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②運営組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 2 - 

Ⅱ．理念・基本方針 

 

1. 基本理念 

理 念 

 人は、かけがえのない人生を、いきいきと安心して暮らしていけることが大切です。 

私たちは、ご利用者一人ひとりの視点に立ってサービスの提供を行います。 

 

基本姿勢 

① 思いやりのこころを大切にし、ご利用者への支援をおこないます。 

② いつも感謝の念を持ち「ありがとう」のことばを発してよりよい人間関係を築きます。 

③ 佐用福祉会の発展を通じて職員の幸せを築きます。 

④ 地域社会のニーズに応え信頼される施設となります。 

 

〇思いやりの心 

  私たち人間は障害のある人、健康な人、誰もが弱点、欠点、もろさをもっている。その人間同士が

日々生活の中で時には対立し、また、共鳴して互いに支え合い分かち合って生きているのである。思

いやりというのは、人間として平等な立場で相手のことを深く考え、何をしてあげるのがよいのか、

何をしてはいけないのかを思いやることである。 

 

 〇感謝のこころ 

  自分が感謝の念を誰かに、何かに対して持つ時、いつか、誰かから、何かから感謝されていること

でしょう。「ありがとう」と言葉を発した時に人は幸せを感じるでしょう。自分はいつも周りの人か

ら支えられているんだと感謝の念を持つことにより人への接し方が柔らかく丁寧になり他人とよりよ

い人間関係を築いていけます。 
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2. 行動基準 

① 佐用福祉会が求める人材像 

【おもいやり】     和を大切にし、いつでも笑顔で気持ちのよい対応ができる人。 

【向上心】         常に自己を振り返り、自己啓発に努める人。 

【素直さ】         指示や注意を素直に聞き誠意を持って業務に取り組む人。 

【積極性】        「まずはやってみるという」意識を持つ人。 

【プラス思考】     前向きに目標を持って業務に取り組める人。 

 

② ご利用者への宣言 

【安全、安心】     常に安全を最優先し、ご利用者が安心できるように努めます。 

【個人情報】       プライバシーに最大の注意をはらい、個人情報を守ります。 

【言葉遣い】       私たちは、わかりやすい、優しい言葉遣いで接します。 

【ご利用者対応】   私たちはご利用者の訴えや悩みに耳を傾け、誠意を持って対応します。 

【ご利用者優先】   常にご利用者の立場に立って考え、行動します。 

 

③ 佐用福祉会職員が守るべきルール 

【時間】           日課の始まり、会議の始まりなど時間厳守。（5分前行動） 

【仕事の優先順位】 仕事に優先順位を設定し、迅速にとり行う。 

【職場ルール】   就業規則を遵守します。 

【協力】      ご利用者を優先に考え、個人業務より全体業務を優先し職員同士協力します。 

【報連相】     報告、連絡、相談は適切、迅速に行う。 

 

④ 佐用福祉会職員に必要とされる接遇 

【笑顔】           常に笑顔を心がける。 

【身だしなみ】     清潔な身だしなみを心がける。 

【感謝】          「ありがとう」と素直に言える感謝の気持ちを忘れません。 

【気配り】         常に気配り、心配りができるようにする。 

【健康管理】        健康管理に気をつけ、いつもゆとりを持ち笑顔で対応します。 

 

⑤ 佐用福祉会が目指す職場風土 

【挨拶】           オアシス（おはようございます、ありがとう、失礼します、すみません）を意

識実践します。 

【傾聴姿勢】       相手の話を最後まで聞いて、自分の意見を述べる。 

【コスト意識】     省エネに心がける。（蛍光灯の消灯、冷暖房の使用基準の遵守等） 

【整理整頓】       5S（整理、整頓、清掃、清潔、しつけ）を心がける。 

【チームワーク】    意見は違っても素直に聞き入れ、業務に取り組みます。 
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Ⅲ．本年度実施計画について 

 

１．重点課題を踏まえた目標に関して 

 

①社会福祉法改正に対して 

法人組織ガバナンスの強化…法改正通り、理事会、評議員会の開催期日、要件をすべて満たして実施

した。 

財務規律の強化…法改正通り、社会福祉充実残高の算定を行い、報告した。 

 

地域における交易的な取り組みの実施 

・佐用町社会福祉法人連絡協議会（ほっとかへんネット佐用）への参画。 

・いちょう園祭り等、地域の方が参加できる行事を開催。 

・町内行事（はなさきむら祭、平成福祉会納涼祭、朝陽ヶ丘荘納涼祭、三宝荒神祭等）への出店。 

・年 3 回、近隣地域への奉仕活動（ゴミ拾い） 

 

②女性用グループホームの増設 

・平成 30 年度、検討委員会を設置。条件が整い次第、準備委員会へと昇格させ、実際の開設を目指す 

予定。 

 

③NPO 法人あさぎりの法人参加組み入れの研究検討 

・佐用福祉会と NPO 法人あさぎりとで協議を重ね、たつの市福祉事務所や佐用町役場の助言も得な 

がら検討した。 

・就労継続支援 B 型、地域活動支援センターのどちらの認可を受けるかについて研究をし、他法人の 

施設見学を開催。（上郡町、相生市・7 月 26 日、7 月 27 日） 

・佐用福祉会、NPO 法人あさぎり、佐用町役場にて三者会議を開催。（10 月 16 日） 

・平成 30 年 3 月 27 日、NPO 法人あさぎり解散式（臨時総会）。 

・平成 30 年 4 月より、『佐用福祉会地域活動支援センターあさぎり作業所』として活動開始予定。 

（地域活動支援センターⅢ型） 

 

④第三者評価結果を受けての改善について 

 ・運営改善委員会を設置。第三者評価機構の指摘事項に沿って定例の委員会を開催し、改善に向けて

検討、実施している。 
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Ⅳ．各事業所報告 

 

1．法人本部 

 以下の通り開催した。 

  

 

 

2．障害者支援施設いちょう園 

 

 【施設入所支援】 

夜間及び休祝日に、起床就寝支援、入浴介助、身辺管理、持物管理等の支援を行った。 

利用者一人ひとりが自分らしい生活ができる様に、居心地の良い居室の提供や、趣味の時間の尊重を

目指し、各担任職員を中心に、個別に対応を行っている。 

入浴は男女隔日にて行った。発汗の多い夏場に入浴がない場合はシャワー介助にて汗を流していただ

いた。 

必要に応じ、利用者の病院受診を行い、薬等の管理を行った。 

 休祝日には、娯楽の提供として、カラオケやビデオ鑑賞会を行った。カラオケに関しては年度末に通

信カラオケ機器を導入し、カラオケのみでなく、体操や音楽鑑賞の点でも活用できるように研究してい

る。 

 年 2 回、遠出買物として、イオンタウンへの買い物を企画した。買い物だけでなく、外食などのリフ

レッシュの意味合いも含めて、非常に人気のある行事となった。 

 年度末には新たに洗濯場が増築され、今後利用者の衣類は天候に左右されず、効率よく洗濯されるよ

うに整備されている。 

 

 

 

  

○理事会

開催日 出席者
第209回理事会 H29.6.6 理事長他、理事5名・監事2名
第210回理事会 H29.6.22 理事長他、理事5名・監事2名
第211回理事会 H29.9.28 理事長他、理事4名・監事2名
第212回理事会 H29.10.18 理事長他、理事4名・監事2名
第213回理事会 H29.10.18 理事長他、理事4名・監事2名
第214回理事会 H29.12.7 理事長他、理事5名・監事2名

○評議会

第1回評議会 H29.6.22 理事長・評議員6名・監事2名
第2回評議会 H29.10.18 理事長・評議員5名・監事2名
第3回評議会 H29.12.7 理事長・評議員6名・監事2名
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1 50 50 50 50 50 50 50 50 50 37 50 50 587
2 50 50 50 50 50 50 50 50 50 37 50 50 587
3 50 49 50 50 50 50 49 50 50 36 50 49 583
4 50 45 50 50 50 50 49 50 50 44 50 49 587
5 50 45 50 50 50 50 49 50 50 48 50 50 592
6 50 45 50 50 50 50 49 50 50 49 50 50 593
7 50 49 50 50 50 50 49 50 50 49 50 50 597
8 50 50 50 50 50 50 49 50 50 49 50 50 598
9 50 50 50 50 50 50 49 50 50 50 50 50 599
10 50 50 50 50 48 50 49 50 50 50 50 50 597
11 50 50 50 50 47 50 49 50 50 50 50 50 596
12 50 50 50 50 41 50 49 50 50 50 50 50 590
13 50 50 50 50 39 50 49 50 50 50 50 50 588
14 50 49 50 50 37 50 49 50 50 50 50 50 585
15 50 50 50 50 37 50 49 50 50 50 50 50 586
16 50 50 50 50 44 50 50 50 50 50 50 50 594
17 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600
18 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 50 600
19 50 50 50 50 50 50 50 50 50 49 50 50 599
20 50 50 50 50 50 50 50 50 50 49 50 50 599
21 50 50 50 50 50 50 50 50 50 49 50 50 599
22 50 50 50 50 50 50 50 50 50 49 50 50 599
23 50 50 50 50 50 50 50 50 50 49 50 50 599
24 50 50 50 50 50 50 50 50 50 49 50 50 599
25 50 50 50 50 50 50 50 50 50 49 50 50 599
26 50 50 50 50 50 50 50 50 50 49 50 50 599
27 50 50 50 50 50 50 50 50 50 49 50 49 598
28 50 50 50 50 50 50 50 50 49 49 50 49 597
29 50 50 50 50 50 50 50 50 44 49 49 542
30 50 50 50 50 50 50 50 50 41 49 49 539
31 50 50 50 50 39 50 49 338

計 1,500 1,532 1,500 1,550 1,493 1,500 1,537 1,500 1,523 1,487 1,400 1,543 18,065
定員 1,500 1,550 1,500 1,550 1,550 1,500 1,550 1,500 1,550 1,550 1,400 1,550 18,250

利用率 1.000 0.988 1.000 1.000 0.963 1.000 0.992 1.000 0.983 0.959 1.000 0.995 0.990

平成29年度　施設入所支援利用実績
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※29 年度年間平均利用率（定員に対し） 99.9% 

 

 

 

 

 

【生活介護】 

 主に平日日中に、活動の場を提供した。作業部、生活部に分かれ、各利用者の能力に応じた作業や創

作活動、機能維持運動等を提供した。 

 QOL（クオリティ・オブ・ライフ）の向上と、潤いある生活の提供を目指し、日常生活支援のみでな

く、各種行事やイベントの企画運営や地域との触れ合いの場を提供した。 

 今年度から、盆踊りと運動会が廃止となった。利用者の重度高齢化によるものであるが、反面として

生活班のドライブの企画や、各所属別食事会の企画等を行うことが出来た。 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1 70 70 69 69 70 69 71 71 559

2 70 69 70 70 69 69 70 487

3 70 69 71 70 70 350

4 72 48 70 70 70 68 71 469

5 70 70 72 70 70 69 70 66 68 69 694

6 70 71 71 69 69 69 69 70 67 71 696

7 69 72 69 69 70 70 68 68 69 624

8 56 67 69 52 69 68 68 54 68 70 641

9 71 70 70 57 70 67 68 69 542

10 70 68 70 66 68 70 70 67 549

11 71 69 72 67 70 69 71 71 560

12 73 71 70 70 48 70 69 54 68 69 69 731

13 69 50 71 71 69 68 68 72 54 69 71 732

14 70 70 69 70 71 69 70 70 559

15 58 69 71 52 69 69 53 70 71 70 652

16 72 70 71 69 71 72 70 71 70 636

17 70 70 71 70 54 69 404

18 67 70 62 70 71 70 70 71 71 71 693

19 67 69 70 57 70 72 61 71 68 52 53 710

20 70 70 71 69 70 68 70 50 68 69 675

21 69 70 69 70 68 70 70 71 68 625

22 70 70 68 51 68 66 70 71 534

23 69 70 71 70 69 65 69 70 553

24 70 69 53 71 57 72 70 70 67 53 652

25 70 70 69 70 68 70 68 68 553

26 69 71 70 70 71 70 71 66 69 70 697

27 71 58 70 70 70 69 69 70 51 71 68 737

28 70 71 70 70 70 70 51 70 69 611

29 70 69 71 70 53 70 67 70 540

30 71 68 70 69 70 69 70 487

31 70 71 71 70 68 350

計 1,513 1,550 1,533 1,562 1,568 1,504 1,565 1,505 1,561 1,500 1,368 1,573 18,302

定員 1,584 1,656 1,584 1,656 1,656 1,584 1,656 1,584 1,656 1,656 1,440 1,656 19,368

利用率 0.955 0.936 0.968 0.943 0.947 0.949 0.945 0.950 0.943 0.906 0.950 0.950 0.945

平成29年度　生活介護利用実績

日付 行　事　名 実　施　場　所 利用者 職員 保護者 その他

4月11日 花見（重度者） 笹ヶ丘荘 21 19 40 名

4月12日 花見（中軽度者） 赤穂大石神社 45 19 64 名

4月19日 花見（最重度者） 播磨科学公園都市 6 4 10 名

5月4日 喫茶いちょう いちょう園 46 13 59 名

6月2日 害虫駆除お弁当外出 ゆう・あい・いしい 64 29 1 94 名

6月13日 日帰り旅行 かんぽの宿赤穂 48 20 68 名

8月5日 いちょう園納涼祭 いちょう園 71 38 10 119 名

8月8日 工賃支給(8月） いちょう園 65 27 2 94 名

9月13日 敬老祝い いちょう園 72 23 95 名

10月30日 佐用都比売神社祭参拝 佐用都比売神社 44 28 72 名

11月7日 日帰り旅行 赤穂パークホテル 20 18 38 名

11月14日 日帰り旅行 東条湖おもちゃ王国 45 22 67 名

12月8日 お餅つき大会 いちょう園 66 29 95 名

12月22日 工賃支給（12月忘年会） いちょう園 67 36 103 名

1月12日 とんど いちょう園 65 20 85 名

1月15日 還暦祝い いちょう園 67 23 2 92 名

1月22日 洗濯当番・地域活動班慰労会 レストランはりま　すみれ亭 9 3 12 名

H29年度　いちょう園　行事報告

合計

①いちょう園年中行事

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※29 年度年間平均利用率（定員に対し）94.5％ 
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日付 行　事　名 実　施　場　所 利用者 職員 保護者 その他

5月12日 生活班いちご狩り 岡山県　美作農園 10 8 18 名

5月16日 いちご狩り 岡山県　美作農園 24 11 35 名

9月5日 ぶどう狩り 加西市　岡本農園 12 7 19 名

9月14日 なし狩り 鳥取県　味果園 15 8 23 名

11月9日 みかん狩り 赤穂市　塩屋山みかん園 4 2 6 名

日付 行　事　名 実　施　場　所 利用者 職員 保護者 その他

7月5日 お楽しみくるくる寿司 はま寿司　太子店 13 7 20 名

8月18日 お楽しみボウリング 津山ユーズボウル 7 3 10 名

8月18日 お楽しみカラオケ 津山ユーズボウル 7 3 10 名

8月22日 お楽しみバイキング あわくら旬の里 16 8 24 名

9月29日 お楽しみドライブ外食 那岐山麓　山の駅 11 9 20 名

10月20日 お楽しみティータイム 大江の郷　ココガーデン 7 5 12 名

日付 行　事　名 実　施　場　所 利用者 職員 保護者 その他

4月7日 亜都里絵ライブ 亜都里絵 6 2 8 名

5月26日 ばんたん親善運動会 加古川運動公園陸上競技場 21 12 33 名

5月27日 ひょうごゆうあいスポーツ大会 三木総合防災公園陸上競技場 8 3 11 名

7月27日 郡育成会　あゆ狩り 三河ふれあいセンター 6 3 9 名

8月17日 第2回亜都里絵寄席 亜都里絵 6 2 8 名

9月24日 佐用小学校運動会 佐用小学校 20 4 24 名

10月4日 ふれあい合同運動会 平福体育館 25 14 39 名

1月11日 新春・愛の餅つき大会 南光ひまわりドーム 6 3 9 名

日付 行　事　名 実　施　場　所 利用者 職員 保護者 その他

4月16日 園祭り いちょう園 73 37 55 124 289 名

6月18日 日帰り旅行 愛の村パーク 22 15 28 65 名

10月15日 のぞみ寮食事会 佐用スターリゾート 9 8 10 27 名

11月19日 通所部食事会 あわくら旬の里 10 7 12 29 名

11月26日 ぎんなん寮食事会 あわくら旬の里 9 9 10 28 名

12月17日 クリスマス会 いちょう園 72 37 37 15 161 名

日付 行　事　名 実　施　場　所 利用者 職員 保護者 その他

5月21日 はなさきむら祭煎餅販売 はなさきむら 4 2 6 名

6月14日 ひょうご愛育の集い イベント販売 佐用文化情報センター 2 2 名

8月2日 朝陽ヶ丘荘納涼祭鯛焼販売 朝陽ヶ丘荘 4 2 6 名

8月19日 平成福祉会納涼祭鯛焼販売 平成福祉会本部 4 2 6 名

10月29日 三原祭り鯛焼販売 三原ホーム 4 2 6 名

2月16日～17日 三宝荒神煎餅販売 吉福三宝荒神 2 4 6 名

②味覚狩り（選択行事）

③お楽しみ行事（選択行事）

合計

合計

⑤保護者会を兼ねる行事

合計

合計

⑥他の主催者から招待いただいた行事

⑦外部販売等
合計
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月 対象者種別（小中高、成人、通所等）と理由など

4 33 名 7 名   通所3　  小学生3　   成人1

5 16 名 6 名   通所3　  小学生1　   成人2

6 17 名 6 名   通所2　  小学生2　   成人2

7 20 名 5 名   通所2　  小学生2　   成人1

8 28 名 6 名   通所2　  小学生3　   成人1

9 16 名 5 名   通所3　  小学生1　   成人1

10 22 名 6 名   通所3　  小学生2   　成人1

11 16 名 6 名   通所3　  小学生2　   成人1

12 22 名 9 名   通所4　  小学生4　   成人1

1 10 名 6 名   通所2　  小学生3　   成人1

2 15 名 4 名   通所2　  小学生1　   成人1

3 24 名 5 名   通所2　  小学生2　   成人1

計 239 名 71 名

延べ人数 利用者人数

月 対象者種別（小中高、成人、通所等）と理由など

4 26 名 4 名   通所4　

5 29 名 5 名   通所5

6 28 名 4 名   通所4　

7 28 名 4 名   通所4　

8 35 名 6 名   通所5　  成人1

9 42 名 5 名   通所5　

10 41 名 5 名   通所5　

11 42 名 7 名   通所6  　成人1　

12 35 名 5 名   通所5

1 29 名 6 名   通所6　

2 27 名 4 名   通所4　

3 45 名 6 名   通所5  　成人1

計 407 名 61 名

利用者人数延べ人数

【日中一時支援】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年までよく利用者されていた高校生 2 名が卒業とされ、利用が大幅に減少となった。それに伴い、

春休み、夏休み、冬休みは調整すこともほとんどなく希望通り受け入れることができた。 

（前年度 延べ日数合計：459 名 、 利用者人数合計：91 名） 

 

【短期入所】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんど通所利用者が利用され、曜日を決めて定期的な利用が増えていった。 

（前年度 延べ日数合計：387 名 、 利用者人数合計：50 名） 

3．グループホームたんぽぽ 
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 4 4 45
2 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 4 4 45
3 4 4 4 4 4 4 4 4 4 1 4 4 45
4 4 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 45
5 4 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 45
6 4 1 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 45
7 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
8 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
9 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48

10 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
11 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
12 4 4 4 4 1 4 4 4 4 4 4 4 45
13 4 4 4 4 1 4 4 4 4 4 4 4 45
14 4 4 4 4 1 4 4 4 4 4 4 4 45
15 4 4 4 4 1 4 4 4 4 4 4 4 45
16 4 4 4 4 1 4 4 4 4 4 4 4 45
17 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
18 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
19 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
20 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
21 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
22 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
23 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
24 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
25 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
26 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
27 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
28 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 48
29 4 4 4 4 4 4 4 4 1 4 4 41
30 4 4 4 4 4 4 4 4 1 4 4 41
31 4 4 4 4 1 4 3 24

計 120 115 120 124 109 120 124 120 115 115 112 123 1,417
定員 120 124 120 124 124 120 124 120 124 124 112 124 1,460

利用率 1.000 0.927 1.000 1.000 0.879 1.000 1.000 1.000 0.927 0.927 1.000 0.992 0.971

平成29年度　共同生活援助利用実績（たんぽぽ）

日付 行　事　名 実　施　場　所 利用者 職員 保護者 その他

5月14日 溝掃除（栄町） 栄町、たんぽぽ周辺 4 1 5 名

5月27日 ゆうあいスポーツ大会 三木市防災公園 3 1 4 名

6月10日 害虫駆除外出 町内外食 4 1 5 名

7月30日 栄町クリーン作戦 栄町 4 4 名

8月16日 龍山神社清掃 龍山神社 3 3 名

8月19日 シャイン鯛焼販売 シャイン 4 2 6 名

9月9日 西播磨スポーツ大会 西播磨リハビリテーションS 4 1 5 名

10月2日 はなさきむら煎餅販売 旧中安小学校 4 2 6 名

10月14日～15日 龍山神社秋季祭 町内 4 1 5 名

12月30日 龍山神社清掃 龍山神社 1 1 名

1月13日 とんど 河川敷 4 4 名

3月18日 栄町総会 栄町公民館 1 1 名

3月25日 第9隣保引き継ぎ 栄町公民館 1 1 名

合計

H29年度　たんぽぽ　行事報告

  

グループホーム「たんぽぽ」は 4 人の利用者が地域の中で生活しています。一人ひとりの「個性」

を大切にし、安心して落ち着いた生活ができるように支援を行ってきました。 

 当グループホームは夜間は利用者のみで、生活されています。利用者も少しずつ体力の低下や肥

満と言った高齢化が進んできています。健康管理などにも配慮し支援を行っていきます。 

地域の一員であり、地域の中で本人らしく楽しく生活し、また、地域からも必要とされるグループ

ホームを目指しています。 
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4．相談支援事業所すまいる 

 

 平成 24 年 3 月に社会福祉法人佐用福祉会が佐用町からの委託を受けて、障害者相談支援事業所「す

まいる」を立ち上げ、少しずつではあるがこの事業が浸透しつつあり、障害児者のケアマネジメントと

して、主に在宅で生活しておられる方からの相談を受けて、情報提供や福祉サービスに結びつけ、調整

を図るなどしてきた。 

 主な相談内容として、 

・退院するにあたって、福祉サービス（居宅介護、施設入所等）を利用したい 

・働くにあたって、就労系のサービスを利用したい 

・医療的ケアが必要になったので、施設を変わりたい。入所施設を探してほしい 

・トラブルを起こしたので、事業所を変わらなければならなくなった。ＧＨを探してほしい 

・学校を卒業して就職するが、福祉との繋がりをもっておきたい 

・小さな子供がいて生活困窮しているが、精神的に不安定で働けない。 

・子どもの療育を受けたい 

等々、幅広く多種多様な相談があった。相談支援を通じて事業所・サービスへと繋がり、サービスの導

入や就労に繋がったケース、ご家族の負担軽減を図れた事など、今の生活から少しでも維持改善できた

事が良かった。この制度が地域の中で少しずつ浸透していく中で、潜在的にあるニーズに対して周知や

利用促進を図っていくとともに、相談支援に携わる者にはより一層、質の向上や人材確保・養成が求め

られてくる。 

 今年度は佐用町からの委託を受けて、7 月より地域生活支援拠点事業を開始した。障害者の高齢化・

重度化を見据え、“親亡き後”も住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、緊急時にすぐに相

談ができ、適切なサービスを受けられるように、地域の福祉関連機関と連携して、利用者の生活を地域

全体で支えるサービス（①相談、②体験の機会・場、③緊急時の受入れ・対応、④専門性、⑤地域の体

制づくり）提供の体制を整える事に着手した。今後も事業の周知や登録への呼びかけ、関係事業者への

協力依頼に努めていく。 

 平成 30年度から策定された第 5期佐用町障害福祉計画及び、第 1期佐用町障害児福祉計画に基づき、

障害福祉の推進に取り組んでいく事、改正障害者総合支援法施行によって新設されたサービス（自立生

活援助、就労定着支援、障害福祉と介護保険の共生型サービスなど）が平成 30 年 4 月から施行される

事、障害児支援の増加に対応していく事を念頭に、サービスの質の確保や向上を目指して取り組んでい

く必要がある。今後も佐用町行政をはじめとして、地域自立支援協議会や関係機関等、広域での連携を

もとに地域の課題に取り組んでいきたい。 

 

◎主な業務内容 

・本人や家族の方からの相談受付、関係機関との連絡調整、在宅者への訪問 

・サービス等利用計画の作成とモニタリング 

・障害福祉制度、自立支援サービスの情報提供 

・福祉施設などの専門機関を紹介、面談に同行 

・障害年金、各種手帳、日常生活用具申請等の助言 

・各種研修会、西播磨圏域での各部会、佐用町での連絡会等への参加 
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◎相談者実人数(H29.4～H30.3)

※平成28年度　180人

23

3

196

者 児

0

11

0

91

79

0

11

身体

知的

精神

その他

計

計

79

102

23

3

207

◎障害別相談件数（H29.4～H30.3）

※会議・・・個別支援会議、ｹｱ会議、ｻｰﾋﾞｽ担当者会議、ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ会議等

圏域活
動

27

その他

6

0

会議※
関係機関
との連絡

調整

来所相
談

電話相
談

電子ﾒｰ
ﾙ・FAX

訪問 同行 計

身体 75 5 151 7 10 108 476 0 838

知的 53 27 133 0 16 147 343 0 719

精神 31 12 71 0 5 42 181 0 0 342

計 112 48 362 7 32 300 1036 29 9 1989

児童 4 4 7 0 1 3 4 0 50

0 0 9 22 9 40その他 0 0 0 0

0 0 0その他 4 1 1 00

15

24

◎障害別相談内容（H29.4～H30.3）

福祉ｻｰ
ﾋﾞｽの利
用、苦
情

障害や
病状の
理解

健康・
医療

不安の
解消・
情緒の
安定

保育・
教育

家族関
係・人
間関係

家計・
経済

生活技
術

就労
社会参
加・余
暇活動

身体 388 6 35 4 5 21 19 2

知的 182 8 9 36

精神 98 7 20 25

0

10 27 1

0 0 13 35 3

計 694 23 65 65

児童 22 1 0 0

6

1 0 0 3 0

1 0

6 58 8 44 85

6

0 18 3

※平成28年度　1,712件

計

その他 0 0

計
利用計
画・ﾓﾆﾀ
ﾘﾝｸﾞ

638

33

41

2児童

838

719

342

50

105

144

1,989

40

その他

236

265

89

15

292

身体

知的

精神

権利擁
護

2

0

3

0

5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎地域生活支援拠点事業 

実施事業 

１．障害者福祉計画策定時に、地域生活支援拠点整備に関するアンケートを基にしたニーズ把握 

２．地域生活支援拠点の周知（パンフレット作製、民生委員定例会での説明） 

３．障害者施設等連絡会での説明、協力依頼 

４．相談支援連絡会での説明、登録の呼びかけ 

５．対象者からの相談、登録、面談（登録者３名、H30.3.31 現在） 
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ケアの内容に

かかわる事項, 

3

個人の嗜好・選

択にかかわる

事項, 18

その他, 1

相談の分類

①話を聞いて

欲しい

25%

②教えて欲しい

5%
③回答が欲し

い

43%

④調査して欲し

い

2%

⑤改めて欲しい

25%

⑥その他

0%

申出人の要望

説明・情報

不足, 2

職員の態

度, 4

サービス内容, 

2

権利侵害, 1

本人の要望、

希望, 16

その他, 1

想定起因

相談の分類 件数
①ケアの内容にかかわる事項 4
②個人の嗜好・選択にかかわる事項 18
③財産管理・遺品・遺言等 0
④制度・施策・法律にかかわる要望 0
⑤その他 1

合計 23

申出人の要望 件数
①話を聞いて欲しい 11
②教えて欲しい 2
③回答が欲しい 19
④調査して欲しい 1
⑤改めて欲しい 11
⑥その他 0

合計 44

想定起因 件数
説明・情報不足 2
職員の態度 4
サービス内容 2
権利侵害 1
本人の要望、希望 16
その他 1

合計 25

５、その他 

 

 意見・要望・苦情解決報告 
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ぎんなん, 38, 

56%

のぞみ, 24, 

35%

通所, 6, 9%

部署別事故報告数、割合

①転倒・転落, 

17, 25%

②入浴, 0, 0%

③誤嚥（窒

息）, 1, 2%

④薬関係, 21, 

31%⑤自傷, 0, 0%

⑥暴力, 8, 12%

⑦無届外出, 1, 

1%

⑧送迎, 2, 3%

⑨その他, 18, 

26%

種別事故報告数、割合

ぎんなん

28%

のぞみ
50%

通所
22%

ヒヤリはっと 部署別割合

①転倒・転

落

43%
②入

浴

0%

③誤嚥（窒息）

7%

④薬関係

14%

⑤自傷

0%

⑥暴力

11%

⑦無届外出

4%

⑧送迎

1%

⑨その他

20%

ヒヤリはっと 種別割合

件数
ぎんなん 38
のぞみ 24
通所 6

合計 68

［部署別報告数］
件数

①転倒・転落 17
②入浴 0
③誤嚥（窒息） 1

④薬関係 21
⑤自傷 0
⑥暴力 8
⑦無届外出 1
⑧送迎 2
⑨その他 18

68

［分類別報告数］

件数
ぎんなん 21
のぞみ 37
通所 16

合計 74

件数
①転倒・転落 32
②入浴 0
③誤嚥（窒息） 5
④薬関係 10
⑤自傷 0
⑥暴力 8
⑦無届外出 3
⑧送迎 1
⑨その他 15

合計 74

［部署別報告数］

［分類別報告数］

件数
ぎんなん 21
のぞみ 37
通所 16

合計 74

件数
①転倒・転落 32
②入浴 0
③誤嚥（窒息） 5
④薬関係 10
⑤自傷 0
⑥暴力 8
⑦無届外出 3
⑧送迎 1
⑨その他 15

合計 74

［部署別報告数］

［分類別報告数］

 リスクマネジメント報告 

【事故報告】計 68 件…内 2 件、佐用町へ報告。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※グループホームたんぽぽは、通所に含む。 

 

【ヒヤリはっと報告】計 74 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※グループホームたんぽぽは、通所に含む。 

 

  

今年度は、薬の事故（落下、紛失、飲み

忘れ等）が多く報告された。それを踏まえ、

与薬方法マニュアル動画をリスクマネジメ

ント委員会にて作成し、職員への指導、徹

底へ務めた。 

事故 68 件に対し、ヒヤリはっとが 74 件

という結果となった。いまだヒヤリはっと

報告の意識が低い結果となった。今後は報

告しやすい環境整備も視野に入れる必要が

ある。 
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 警備防災報告 

・避難訓練報告 

 

  

実施日 時間 想定 参加者 備考

4月4日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員
利用者への事前指導
避難時ペア組み合わせ確認

5月9日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災
消防署、警察署、消防団、
近隣の方、利用者、職員

行政・地域との三位一体訓練

6月6日 午前 昼間・ぎんなん寮・火災 利用者、職員 消火栓使用放水訓練

7月11日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員
訓練後、消防署員による
心肺蘇生、AED講習

8月23日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員
訓練後、消防署員による
救助法（搬送法）講習

9月8日 午前 深夜・のぞみ寮・火災 利用者、職員 避難時ペア組み合わせ確認

10月7日 夜間 深夜・ぎんなん寮・火災 近隣の方、利用者、職員
職員非常招集訓練
19：30～夜間避難訓練

11月6日 午前 深夜・のぞみ寮・火災
消防署、利用者、職員
小野マルタマフーズ

消防署員による消火器使用訓練。
（小野マルタマフーズと合同）

12月5日 午前 深夜・のぞみ寮・火災 利用者、職員

1月18日 午前 深夜・食堂裏・土砂災害 利用者、職員
非常連絡網使用
職員非常招集演習

2月5日 午前 深夜・のぞみ寮・火災 利用者、職員 AED使用について施設内講習

3月5日 午前 深夜・ぎんなん寮・火災 利用者、職員
訓練後、消防署員による
心肺蘇生、AED講習

実施日 時間 想定 参加者 備考

4月22日 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

5月14日 午前 （なし） 利用者、地域の方 （自治会の消火栓点検へ参加）

5月28日 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

7月29日 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

8月26日 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

11月6日 午前 （なし）
消防署、利用者、職員
小野マルタマフーズ

消防署員指導消火器使用訓練
（いちょう園と合同）

11月18日 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

2月10日 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

3月10日 午後 深夜・火災 利用者、職員 火災警報器6機連動確認

平成29年度　障害者支援施設いちょう園　防災訓練実績記録

平成29年度　グループホームたんぽぽ　防災訓練実績記録
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Ⅴ．人事育成報告 

  

 計画に沿って各種研修、採用、人事考課制度を実施した。 

 

1．外部研修報告 

 

 

  

月 日 テーマ（内容） 参加人数 場所
4 27 AiDEM主催セミナー（採用関係） 1 姫路市
5 12 兵庫県社会福祉法人経営者協議会総会、記念講演会 1 神戸市

16 社会福祉法人改革関係事業所説明会（制度改正） 1 姫路市
19 揖龍、宍粟、佐用給食施設協議会研修会（食品表示等） 1 たつの市

6 21 ほっとかへんネット研修会（総合相談支援） 3 佐用町
27 障害のある人の地域生活支援を考えるセミナー

（地域生活支援）
1 たつの市

7 3～5 全国知的障害者関係施設長等会議 1 東京都
4～5 新任職員フォローアップ研修 1 加古川市

7 播淡地区職員研修会（強度行動障害） 1 市川町
7 OJT　リーダー養成研修 1 神戸市

11 事務長・管理者の労務管理力養成講座 1 大阪府
19 障害者虐待対応力向上研修 1 姫路市
20 兵庫県社会福祉法人経営者協議会、

改正社会福祉法フォローアップセミナー
1 神戸市

24 社会福祉援助基礎研修 1 神戸市
8 17～18 対人支援職の為のセルフケア研修（ストレスマネジメント） 1 神戸市

18 社会福祉援助基礎研修 1 神戸市
23 成年後見制度利用促進計画について 1 神戸市

29～30 相談面接技術研修　（初級） 1 神戸市
30 揖龍、宍粟、佐用給食協議会　合同研修会 1 たつの市
30 播淡地区　施設長・職員合同研修会（65歳高齢者問題、制度

改正）
2 姫路市

9 14～15 兵庫県サービス管理責任者等研修 1 明石市
14～15 相談支援従事者　初任者研修 1 明石市
14～15 全国社会福祉法人経営者大会 1 三重県

19 兵庫県知的障害者施設協会　福祉の集い 1 神戸市
22 日本経営　役職者講座 1 豊中市
26 相談支援従事者　初任者研修 1 明石市

27～29 全国知的障害福祉関係職員研究大会 2 愛知県
30～1 兵庫県強度行動障害支援者養成研修（基礎） 3 明石市

10 4 ひきこもり相談支援者研修会 1 たつの市
5～6 相談支援事業者初任者研修 1 明石市

13 リーダーを支える部下力養成講座 1 大阪府
13 サービス管理責任者研修 2 神戸市
13 安全運転管理者講習会 1 宍粟市

14～15 兵庫県サービス管理責任者等研修 1 明石市
17 療育に関する情報交換会 1 たつの市

18～19 防火管理者講習 1 たつの市
20 リスクマネジメント養成講座 1 大阪府

21～22 兵庫県強度行動障害支援者養成研修（基礎） 2 明石市
26 介護サービスにおけるリスクマネジメント研修 1 たつの市
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月 日 テーマ（内容） 参加人数 場所
11 1 社会福祉法人財務会計研修会 1 姫路市

20 福祉サービス従事者研修（個別支援計画） 1 姫路市
25 スキルアップ研修（精神障害者の支援） 1 姫路市
27 ゲートキーパー養成研修(自殺防止) 1 佐用町
27 障害支援区分認定調査員研修 1 神戸市

12 7 社会福祉法人経営者協議会　地域公活動推進セミナー 1 神戸市
11 障害者虐待対応力向上研修 1 神戸市
13 社会福祉法人財務管理研修 1 神戸市
15 相談支援フォローアップ研修 3 たつの市
15 障害福祉サービス従事者研修 1 姫路市
18 栄養士・調理師研修会 1 神戸市

18～19 兵庫県強度行動障害支援者養成研修（実践） 2 明石市
19 自殺未遂者支援研修会 1 たつの市

21～22 サービス管理責任者研修（就労部門） 1 明石市
1 11～12 接遇・マナーリーダー研修 1 神戸市

16 会社説明会・コンテンツ設計研修 1 大阪府
25 相談面接技術研修　（中級） 1 西宮市
30 会計事務担当者研修 1 神戸市

2 2 播淡地区施設長会研修 1 加西市
5 労働災害防止研修 1 相生市
8 相談面接技術研修（中級） 1 西宮市

15 説明会プレゼンテーション研修（採用関係） 1 大阪府
15 兵庫県相談支援専門コース別研修 1 明石市

15～16 近畿地区知的障害関係施設職員研修会 1 奈良県
16 ばんたん地区スポーツ委員会 1 姫路市
20 兵庫県知的障害者施設協会施設長研修会 1 神戸市
22 NDソフトウェア決算対応セミナー 1 大阪府
22 人事・労務管理研修 1 神戸市
26 改正社会福祉法フォローアップセミナー 1 神戸市
27 兵庫県相談支援専門コース別研修 1 神戸市

3 2 揖龍、宍粟、佐用給食協議会佐用支部研修会 1 佐用町
16 ほっとかへんネット研修会（総合相談窓口） 1 佐用町
23 障害者総合支援法事業所説明会 1 神戸市
27 障害者総合支援法事業所説明会 1 姫路市

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．外部招聘研修報告 

 

2 部門別研修（モップ作業班） 原田社会保険労務士 作業部モップ作業班所属職員

※全職員対象研修は、一部の利用者当番除く

原田社会保険労務士

佐用消防署

部門別研修（生活班）

1 全職員
1 全職員
2 生活部所属職員

1 成年後見制度について 小林社会福祉事務所 全職員
2 AED使用、心肺蘇生法 佐用消防署 若手職員中心に15名

1 ひきこもり、大人の発達障害 赤穂仁泉病院 深井院長 全職員
1 若手職員中心に15名

4 職員8名中堅職員研修 原田社会保険労務士
藤田、川崎法律事務所

ピース＆ぴーす
ハラスメント研修
知的障害者体験

開催回数 参加対象テーマ 講師等

救命講習（搬送法）
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3．内部研修（勉強会報告） 

 

 

 

4．各委員会報告 

 

  

月 参加対象
4月 全職員
5月 全職員
6月 全職員

全職員

全職員
9月 全職員
10月 全職員
11月 全職員
12月 全職員
1月 全職員

全職員
若手職員

3月 支援員

防災計画及び
避難誘導マニュアルの確認

諸記録作成の基本について

事務長、園長
自閉症研究委員会

リスクマネジメント委員会
やさしい言葉委員会
介護技術向上委員会

虐待防止委員会

次長
防災担当

2月

個別支援計画について 個別支援計画委員会

テーマ
事業計画

事業報告、支援計画
施設内美化について

決算報告、施設運営説明、理念
自閉症について

リスクマネジメントについて
言葉遣いの改善について

介護について

虐待防止について

主催及び担当
企画推進室
企画運営部

美化促進委員会

AED使用方法

事務長、防災担当
7月

委員会名 日程
目的

委員会名 日程
目的

委員会名 日程
目的

日程
目的

委員会名 日程
目的

委員会名 日程
目的

食事栄養管理委員会 不定期
栄養士、看護師、支援員の3者で、利用者の食事形態等の検討を行う。

実施内容 ・本年度開催せず。

実施内容 ・必要時応じて開催し、利用者の健康増進の為、食事提供内容等討議した。

実施内容 ・本年度開催せず。

献立管理委員会 不定期
利用者の思考や実状を把握し、健康保持増進を図る。

給食委員会 毎月15日、但し3・7・11・

12月は委託業者参加）安全で思いやりのある給食サービスの提供。

実施内容
・自閉症利用者に対する個別対応方法の提案。実施。
・勉強会の開催。
・偶数月、職員全大会内にてワンポイントレッスンの開催。

自閉症研究委員会 奇数月
自閉症の知識を身に着ける。事故の防止。利用者の混乱を避ける環境の提供。

実施内容
・個別支援計画作成、及びモニタリング会議のスケジュール調整。
・各作成者への指導、助言等。

個別支援計画検討委員会 随時
個別支援計画に沿った支援を提供する。利用者の満足度も「満足」と評価できるようにする。

実施内容
・近隣のインフルエンザ・ノロウイルス等の蔓延情報収集。
・手洗いうがいの奨励。
・施設内消毒。

感染症対策委員会 偶数月
感染症の蔓延を防ぐ為、情報収集と共有を行う。
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日程
目的

委員会名 日程
目的

委員会名 日程
目的

委員会名 日程
目的

委員会名 日程
目的

委員会名 日程
目的

委員会名 日程
目的

委員会名 日程
目的

実施内容
・事故について、対策案の提案、実施。
・ヒヤリはっとの奨励及び、業務改善。
・全職員対象で勉強会の開催。

リスクマネジメント委員会 偶数月、随時
利用者の安心・安全な暮らしの為、リスクマネジメントを行う

実施内容
・セルフケアマネジメント等の研修会受講。
・全職員対象で虐待に対するアンケートの実施。
・職員全体対象に勉強会の開催。

虐待防止委員会 6、10、1月
利用者が安心・安全に生活できるようにする。職員通しが互いに気が付いたことを注意しあえる関係にす
る。感情をコントロールし、冷静に支援の提供ができる様にする。

実施内容 ・必要に応じて、支援マニュアルの検討、見直し、更新。

実施内容
・やさしい言葉に対する標語の作成、掲示。
・会議前に、全体でやさしい言葉遣いの一例を唱和。

マニュアル検討委員会 偶数月
業務の標準化を進める。（新任職員に対して自己流教え方をするのではなく、良い標準を基準にした教
え方をしていく。

奇数月

やさしい言葉委員会 奇数月
丁寧な言葉遣い特徴、表情で気持ちの良い対応を身につける。

介護技術向上委員会 偶数月
介護技術と知識の習得を行う。

実施内容
・現場からの依頼事項、提案事項に対して検討及び指導。
・月1回、ワンポイントアドバイスとして職員全大会にてレクチャー。

実施内容
理念である『いちょう園の心』より、テーマ毎にスピーチを行い、それに対して話し合いを持つ。多くの職
員から意見を集め、ビジョン実現のための検討材料とした。

法人内の美化、環境を整え気持ちの良い法人を目指す。

実施内容
・トイレ掃除チェック及び、全職員対象に月2回、5S運動の開催。
・倉庫等の整理整頓。

運営改善委員会 毎月初日
法人運営に関して、現場が活性化し、ビジョンを実現していく。

実施内容 ・利用者直接支援現場からの意見の汲み取り、改善。

支援向上委員会 偶数月
パート職員の資質向上と当会理念の浸透。

美化促進委員会
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5．資格保持者数一覧 

 

 

６．職員採用報告 

【いちょう園】 

支援員   男性 1 名 

嘱託職員  男性 1 名 

女性 1 名 

パート職員 女性 1 名 

 

７．人事考課制度 

 ・評価者研修（年 1 回予定）… 4 月に実施 

 ・考課者研修（年 1 回予定）… 4 月、9 月に実施 

 ・日考課者への評価及び、面接指導（前期後期予定） 

… 前期（4~9 月）、後期（10~3 月）の 2 回に分け実施。 

 

 

  

4 名
11 名

3 名

1 名
1 名

10 名

1 名

17 名
9 名

資格習得、及び受講済み一覧

本年度1名受講。

サービス管理責任者

強度行動障害支援者

相談支援専門員

知的障害福祉士
知的障害者援助専門員
社会福祉主事任用資格

知的障害者援助専門員

強度行動障害支援者養成研修（基礎）

強度行動障害支援者養成研修（実践）

相談支援専門員研修

本年度2名受講。H30年4月取得見込み。

本年度5名受講。

本年度2名受講。

社会福祉士
精神保健福祉士

介護福祉士

知的障害福祉士

本年度1名受講。
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Ⅵ．設備品等購入報告 

 

 1.主要備品等購入報告 

 

 

 

 

 2. 建物・設備修繕報告 

 

 

 

  

購入・施工設備 施工業者 金額 備考

食器洗浄機 オーギ屋 1,069,200¥  老朽化の為

ワイヤレスアンプ リコージャパン 144,180¥     

業務用冷蔵庫 オーギ屋 500,000¥     老朽化の為

業務用洗濯機 関西サポート 1,654,560¥  新造の洗濯場に設置

業務用乾燥機 関西サポート 1,064,124¥  新造の洗濯場に設置

業務用ミシン YSミシンサービス 205,200¥     故障の為

業務用ミシン YSミシンサービス 205,200¥     故障の為

建物・設備 施工業者 金額 備考

洗濯場棟増築 阿山建設　・　魚崎設計 20,202,000¥ 

ふれあい会館スプリンクラー 阿山建設　・　魚崎設計 2,748,000¥  

たんぽぽ火災警報器 阿山建設 324,000¥     
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Ⅶ．資料 

 1.利用者実態 

 

 

 

※入退所情報 

 

 

【入所】無し 

 

【退所】1 名 

・佐用町 60 代男性 

（通所部） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐

用

町 

上

郡

町 

た

つ

の

市 

神

戸

市 

宍

粟

市 

三

木

市 

太

子

町 

西

宮

市 

姫

路

市 

淡

路

市 

香

美

町 

丹

波

市 

尼

崎

市 

明

石

市 

加

古

川

市 

佐

用

町 

上

郡

町 

た

つ

の

市 

入所 通所 

女 13 2 1 1 0 0 0 0 2 1 1 1 1 1 1 7 0 0

男 8 2 2 1 5 2 2 1 2 0 0 0 0 0 0 6 7 2

0
5

10
15
20
25

出身市町別利用者数（人） 

平均年齢 55.4歳 （男性 55.3歳 女性 55.6歳）

入所部58.1歳 （男性 58.7歳 女性 57.4歳) 　通所部 49.3歳 （男性 49.5歳 女性 48.9歳 ）

施設全体

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 

入所 通所 

女 0 2 3 9 7 3 1 1 2 0 1 2 1

男 1 1 3 9 5 4 2 0 1 8 3 3 0

0
3
6
9

12
15
18

年齢（歳代） 

年齢別利用者数（人） 

1-5 6-10 11-15 16-20 21-25 26-30 >31 1-5 6-10 11-15 16-20 21-25 26-30 >31

入所 通所 

女 1 1 1 3 6 2 11 1 0 1 0 1 0 4

男 0 5 2 0 7 2 9 1 1 1 1 3 3 5

0
5

10
15
20

（年） 

在籍年数別利用者数(人） 
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2.沿革史 

A B1 B2 なし A B1 B2 なし 

入所 通所 

女 15 7 3 0 3 4 0 0

男 16 7 1 1 7 5 2 1

0

5

10

15

20

25

30

35

療育手帳障害判定別利用者数（人） 

区分3 区分4 区分5 区分6 区分3 区分4 区分5 区分6 

入所 通所 

女 1 9 8 7 2 1 1 3

男 0 0 11 14 3 5 5 2

0

5

10

15

20

25

障害支援区分別利用者数（人） 

 

２級 ３級 ４級 １級 ２級 ４級 

入所 通所 

女 1 2 1 2 0 0

男 6 1 5 2 1 3

0

2

4

6

8

身体障害者手帳所持者数（人） 
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 【設立の経緯】 

① 佐用町手をつなぐ親の会会員からの、「子供達が安心して毎日を過ごす場所が欲しい」「この子

を世の光に」「なんとか働く場所が欲しい」との切実な思いを、佐用町、町議会にお願いし、『社

会福祉法人佐用福祉会』及び『いちょう園（通所）』を設立。 

② 「親亡き後、この子達の生活する場所が欲しい」「居住できる施設が必要」との声を受け、『ぎ

んなん寮（入所）』を設立。 

③ 入所期間が長期化し、重度・高齢化する人が増え、「重度、高齢の人達が安心して暮らせる施設

を」という保護者の願いにより、『のぞみ寮（重度棟）』を増設。 

④ 「施設から地域へ」という社会からのニーズを受け、『ふれあい会館（自立訓練棟、保護者会館

を兼ねる）』『グループホームたんぽぽ』『ケアホームたんぽぽ』を設立。 

⑤ 佐用町からの委託、特定相談支援事業者、障害時相談支援事業者の指定を受け、『相談支援事業

所すまいる』を開設。 

⑥ 佐用町からの委託を受け、地域生活支援拠点事業開始。 

⑦ 地域のニーズ、法体制の変異に沿って形を変えつつ、現在の佐用福祉会に至る。 

 

【沿革史年表】 

 

 

  

昭和57年 4月 通所更生施設　いちょう園開設 定員20名
昭和61年 4月 入所更生施設　ぎんなん寮開設 定員30名
平成 5年 1月 いちょう園　定員変更 定員22名

平成 7年 6月 ぎんなん寮重度棟（のぞみ寮）増設 定員20名

平成16年 4月 自立訓練棟・保護者会館併設 定員5名
平成18年 5月 グループホーム　たんぽぽ開設 定員4名
平成18年 10月 たんぽぽ　ケアホームを兼ねる 定員4名

平成24年 3月 佐用町より相談支援事業委託を受ける

平成26年 10月 大規模修繕工事開始
平成27年  3月 大規模修繕工事完了

佐用町の委託を受け、
地域生活支援拠点事業開始

平成29年 7月

通所部、ぎんなん寮、のぞみ寮

　　〃　年 4月 相談支援事業所すまいる開設 特定相談支援事業者、障害児相談支
援事業者の指定

平成21年 4月 自立支援法新体系移行 施設入所支援　定員50名
生活介護　　　　定員72名

平成 7年 4月 いちょう園廃止　ぎんなん寮へ統一 入所定員30名
通所定員22名

平成 9年 4月 いちょう園に名称変更 入所定員50名（重度20名）
通所定員22名
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ふれあい会館

グラウンド

のぞみ寮

倉庫

農 園

洗濯場

3.敷地内図等 

 

 【いちょう園敷地内図】 
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洗濯場棟 

H30.3 完成 
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【いちょう園建物内図】 
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【ふれあい会館（自立訓練棟兼保護者会館）】                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【グループホームたんぽぽ】（兵庫県佐用郡佐用町佐用 2832-12） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


